
一般選抜Ｂ日程 問題用紙 ＜数学＞ (４－１) 

１ 座標平面上の領域 D : ቄ(𝑥, 𝑦) | 0 ≦ 𝑥 ≦ 1 +
ଵ


, 0 ≦ 𝑦 ≦ 1 −

ଵ


ቅ（𝑛は自然数）を 

  考える。このとき、以下の問に答えなさい。 
 
  問１ 領域 D の面積を 𝑛 を用いて求めなさい。 
 
  問２ 領域 Dଶ ∩ Dଷ、領域 Dଶ ∪ Dଷ の面積を求めなさい。 
 
  問３ 領域 D ∩ Dାଵ の面積を 𝑆 とするとき、𝑆 − 1 を 𝑛 を用いて求めなさい。 
 
 
  問４  を 𝑛 を用いて求めなさい。 
 



一般選抜Ｂ日程 問題用紙 ＜数学＞ (４－２) 

２ 𝛼 を定数とし、𝑓(𝜃) = sin 3𝜃 − 𝛼 sin 𝜃 とする。𝜃 は 0 < 𝜃 <
𝜋
2
 の範囲であると 

  するとき、以下の問に答えなさい。 
 
  問１ 𝑓 ቀ

𝜋
3

ቁ の値を、𝛼 を用いて表しなさい。 

 
  問２ sin 3𝜃 = 3 sin 𝜃 − 4sinଷ𝜃 を三角関数の加法定理を用いて証明しなさい。 
 
  問３ 𝑡 = sin 𝜃 とするとき、𝑓(𝜃) を 𝑡 を用いて表しなさい。 
 
  問４ 𝛼 = 1 のとき、𝑓(𝜃) = 0 の解を求めなさい。 
 
  問５ 𝑓(𝜃) = 0 が解を持つ 𝛼 の範囲を求めなさい。 



一般選抜Ｂ日程 問題用紙 ＜数学＞ (４－３) 

３ 表と裏が出る確率がそれぞれ 
ଵ

ଶ
 のコインがある。原点を出発し、𝑥 軸上を運動する 

  点 A を考える。コインを１回投げるたびに、表が出たら正の方向に 1 進み、裏が 
  出たら負の方向に 1 進むとき、以下の問に答えなさい。 
 
  問１ コインを 5 回投げたとき、点 A が −1 にいた。5 回のうちコインの表が出た 
     回数を求めなさい。 
 
  問２ コインを５回投げたとき、点 A が −1 にいる確率を求めなさい。 

 

  問３ コインを５回投げたとき、点 A の位置が正である確率を求めなさい。 

 

  問４ コインを６回投げたとき、点 A が原点にいる確率を求めなさい。 

 

  問５ コインを６回投げたとき、点 A が６回目で初めて原点に戻る確率を求めなさい。 

 



一般選抜Ｂ日程 問題用紙 ＜数学＞ (４－４) 

４ 𝑎、𝑘 を定数とし、log105 = 𝑝 とする。 

  ２次方程式 𝑥ଶ − 3𝑥 + 𝑎 = 0 が log105 と log10𝑘 (𝑘 > 0, 𝑘 ≠ 5) を解とするとき、 
  以下の問に答えなさい。 
 
  問１ 𝑘 の値を求めなさい。 
 
  問２ log102 を 𝑝 を用いて表しなさい。 
 
  問３ 𝑎 を 𝑝 を用いて表しなさい。 
 
  問４ 𝑛 を整数とするとき、𝑛 ≦ 𝑎 < 𝑛 + 1 を満たす 𝑛 を求めなさい。 
       ただし、この問では、どのように考えたかを、解答用紙の（どのように 
     考えたかの簡単な説明）の欄に記述しなさい。 

 

 


